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№
２
８
７
（
一
九
八
六
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
３
２
０
（
一
九
八
六
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
２
８
７
（
一
九
八
六
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

巻
頭
言
◇
八
六
年
は
「
行
革
」
の
矛
盾
が
全
面
化

新
「
円
高
」
下
の
一
九
八
六
年
の
日
本
経
済

自
冶
労
〝
新
方
針
〟
を
論
ず

―
労
戦
再
編
成
と
官
公
労
―

マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
と
「
新
宣
言
」

―
「
新
宣
言
」
の
階
級
的
本
質
―

国
鉄
「
行
草
」
と
国
鉄
労
働
者

―
国
鉄
労
働
者
か
ら
の
訴
え
―

揺
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

―
総
選
挙
の
ゆ
く
え
を
さ
ぐ
る
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑱

一
般
的
価
値
形
態
①

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
２
８
８
（
一
九
八
六
年
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
拝
啓
石
橋
委
員
長
様

社
会
党
の
前
進
に
新
た
な
芽
―
社
会
党
の
意
義
と
課
題
―

◇
座
談
会
社
会
党
大
会
を
ふ
り
返
っ
て
◇

「
新
宣
言
」
は
続
開
大
会
ヘ

債
務
問
題
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
２
８
９
（
一
九
八
六
年
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
い
じ
め
」
を
考
え
る

職
場
闘
争
こ
そ
反
「
行
革

、」

反
臨
教
審
闘
争
の
原
動
力

―
都
高
教
「
研
修
日
剥
奪
阻
止
闘
争
」
の
教
訓
―

春
闘
と
自
治
体
労
働
運
動

―
地
方
行
革
下
の
自
治
体
労
働
運
動
―

資
料
自
治
労
賃
金
闘
争
の
概
要

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
と
国
鉄
労
働
運
動

―
国
鉄
労
働
者
の
任
務
と
役
割
―

資
料
国
鉄
「
労
使
共
同
宣
言

（
全
文
）

」

円
高
と
内
需
拡
大
論
の
虚
構

資
料
北
海
道
労
研
セ
ン
タ
―
緊
急
ア
ピ
ー
ル

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
２
９
０
（
一
九
八
六
年
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
新
宣
言
」
と
「
大
会
決
議
」
―
わ
れ
わ
れ
の
「
新
闘
争
宣
言
」
―

資
料
１
新
宣
言
に
関
す
る
決
議

資
料
２
社
会
党
大
会
へ
の
要
望

（
総
評
社
会
党
員
協
）

資
料
３
社
会
党
へ
の
「
申
入
書
」

（
社
会
党
支
持
七
団
体
）

五
千
万
署
名
総
括
へ
の
基
本
視
点

―
国
鉄
労
働
者
の
任
務
と
役
割
―

資
料
４
労
使
共
同
宣
言
（
案
）

に
対
す
る
国
労
の
態
度

資
料
５
一
月
一
五
日
の
会
ア
ピ
ー
ル
（
社
会
主
義
協
会
）

効
果
を
あ
げ
る
コ
メ
コ
ン
の
経
済
統
合

中
ソ
関
係
の
あ
ら
た
な
動
向

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑲
一
般
的
価
値
形
態
②

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

「
教
育
労
働
運
動
通
信
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

№
２
９
１
（
一
九
八
六
年
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
鉄
「
答
申
」
の
欺
瞞
を
ア
バ
ケ

◇
座
談
会
社
会
党
続
開
大
会
を
ふ
り
返
っ
て
◇

「
大
会
決
議
」
を
武
器
に
反
撃
に
転
じ
よ
う

資
料
①
「
新
し
い
社
会
党
を
創
る
会

（
仮
称
）
に
む
け
て

」

資
料
②
続
開
大
会
に
臨
む
わ
れ
わ
れ
の
態
度

共
産
党
の
新
綱
領
を
論
ず

〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
―
〟
事
故
の
教
訓

◇
参
加
者
募
集
中
！
◇
国
際
労
研
主
催

「
国
際
平
和
年
・
ア
ジ
ア
平
和
の
船
」

№
２
９
２
（
一
九
八
六
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
ハ
イ
チ

国
鉄
「
民
営
・
分
割
」
は
阻
止
で
き
る
！

―
現
情
勢
の
特
徴
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務
①
―

官
公
労
再
編
の
現
段
階
と
当
面
の
任
務

―
丸
山
論
文
「
自
治
労
通
信
」
二
月
号
を
論
ず
①

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
お
知
ら
せ
◇

国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
は
阻
止
で
き
る
！

積
極
的
な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
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№
２
９
３
（
一
九
八
六
年
三
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
政
治
変
革

総
評
「
方
針
」
は
大
会
決
定
違
反

―
丸
山
論
文
「
自
治
労
通
信
」
二
月
号
を
論
ず
②

同
盟
路
線
そ
の
も
の
、
全
民
労
協
「
進
路
と
役
割
」

資
料
全
民
労
協
の
「
進
路
と
役
割

（
案
）

」

―
そ
の
①

職
場
で
の
闘
争
課
題
が
鮮
明
に

―
第
九
回
東
京
青
年
団
結
集
会
の
報
告
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇

自
治
労
運
動
発
展
に
全
力
を

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
⑳

一
般
的
価
値
形
態
③

社
会
主
義
国
ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
を
旅
し
て

◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
お
知
ら
せ
◇

国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
は
阻
止
で
き
る
！

八
六
年
三
月
九
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り

№
２
９
４
（
一
九
八
六
年
三
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
わ
れ
わ
れ
が
勝
つ
た
め
に

◇
向
坂
ゆ
き
夫
人
に
聞
く
◇

向
坂
先
生
の
蔵
書

転
向
者
の
ぼ
や
き

―
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
「
大
内
秀
明
論
文
」
を
論
ず
―

さ
あ
、
反
撃
だ
！

「
分
割
・
民
営
化
」
は
阻
止
で
き
る

―
「
東
京
会
議
」
二
・
二
六
集
会
の
報
告
―

資
料
１
「
東
京
会
議
」
結
成
集
会
〝
基
調
報
告
〟

資
料
２
「
東
京
会
議
」
結
成
準
備
会
ア
ピ
ー
ル

ソ
連
共
産
党
第
二
七
回
大
会
の
開
幕

資
料
３
全
民
労
協
の
「
進
路
と
役
割
」
②

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

「
三
・
二
五
」
集
会
の
案
内
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№
２
９
５
（
一
九
八
六
年
四
月
一
日
）

た
た
か
う
指
導
部
を
つ
く
る

―
「
三
・
九
」
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
で
考
え
た
こ
と
―

だ
ん
だ
ん
眼
が
さ
え
て
き
た
！

―
神
戸
で
も
「
国
鉄
解
体
と
た
た
か
う
講
演
会
」
―

町
田
市
長
選
の
意
義
と
教
訓

国
鉄
闘
争
―
現
段
階
の
特
徴
と
任
務

反
独
占
の
た
た
か
い
を
す
べ
て
の
地
域
で
―
私
た
ち
の
地
域
闘
争
報
告
―

右
翼
再
編
阻
止
、
大
衆
闘
争
強
化
の
修
正
案
と
お
る

―
日
教
組
第
一
一
五
中
央
委
の
報
告
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
二
一
）

貨
弊
形
態

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
２
９
６
（
一
九
八
六
年
四
月
一
一
日
）

八
六
反
「
行
革

・
春
闘
を
た
た
か
う

―
情
勢
の
特
徴
と
自
治
体
労
働
者
の
任
務
―

」

た
た
か
え
ば
〝
た
た
か
え
る
〟

―
鹿
児
島
Ｋ
市
職
労
か
ら
の
報
告
―

社
会
党
の
国
鉄
法
案
に
疑
問
続
出

―
社
会
党
・
総
評
全
国
代
表
者
会
議
の
報
告
―

ナ
ダ
レ
込
ん
で
主
導
権
は
と
れ
る
か
①

―
丸
山
論
文
「
自
治
労
通
信
」

二
月
号
を
論
ず
③
―

ソ
連
社
会
主
義
―
過
去
・
現
在
・
未
来

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
二
十
二
）

商
品
の
物
神
的
性
格

編
集
部
だ
よ
り

№
２
９
７
（
一
九
八
六
年
四
月
二
一
日
）

◆
岩
井
章
氏
に
進
路
を
問
う
◆

職
場
の
徹
底
抗
戦
を
土
台
に
、

分
割
・
民
営
化
反
対
の
統
一
闘
争
を

資
料
１
総
決
起
宣
言
（
国
労
東
京
地
本
）

資
料
２
社
会
党
の
「
国
鉄
改
革
法
案
」
に
対
す
る

意
見
（
国
労
東
京
地
本
）

資
料
３
国
鉄
「
改
革
」
法
案
と
雇
用

な
だ
れ
こ
ん
で
主
導
権
が
と
れ
る
か
②

―
丸
山
論
文
「
自
治
労
通
信
」

二
月
号
を
論
ず
④
―

全
的
統
一
と
は
何
か

◇
雑
誌
・
購
読
の
ご
案
内
◇

「
教
育
労
働
運
動
通
信
」
第
十
号
が
発
行
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№
２
９
８
（
一
九
八
六
年
五
月
一
・
一
一
日
）

社
会
通
信
社
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
三
月
九
日
）
報
告
①

国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
は
阻
止
で
き
る
！

国
鉄
闘
争
の
焦
点
①

国
鉄
監
理
委
「
答
申
」
の
偽
瞞
を
つ
く

牛
久
保
秀
樹

国
鉄
闘
争
の
焦
点
②

原
対
協
運
動
と
国
鉄
闘
争
原
野
人

資
料
１
国
労
・
東
京
地
本
声
明

資
料
２
組
織
工
作
に
た
い
す
る

国
労
上
野
支
部
の
態
度

資
料
３
正
体
見
た
り
「
真
国
労
」
結
成
総
会

資
料
４
「
真
国
労
」
の
ウ
ソ
と

本
質
が
次
々
に
暴
露

№
２
９
９
（
一
九
八
六
年
五
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
私
鉄
が
五
年
ぶ
り
に
ス
ト
ラ
イ
キ

社
会
通
信
社
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
三
月
九
日
）
報
告
②

国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
は
阻
止
で
き
る
！

国
鉄
闘
争
の
焦
点
③

国
鉄
闘
争
勝
利
へ
の
戦
略
・
戦
術
小
島
忠
夫

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ま
と
め

ゲ
リ
ラ
戦
に
は
正
規
兵
が
必
要
坂
牛
哲
郎

国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
阻
止
の
条
件

―
国
鉄
情
勢
を
め
ぐ
る
新
た
な
情
勢
―

京
都
総
評
と
〝
革
新
京
都
〟
の
灯
を
残
す
た
め
に

―
京
都
府
知
事
選
の
意
味
す
る
も
の
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
二
十
三
）

商
品
の
物
神
的
性
格
②

編
集
部
だ
よ
り
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№
３
０
０
（
一
九
八
六
年
六
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
東
京
サ
ミ
ッ
ト
を
総
括
す
る

や
れ
る
こ
と
か
ら
実
践
し
よ
う

―
全
逓
労
働
運
動
再
生
の
た
め
に
―

事
故
後
二
日
後
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

ブ
ー
メ
ラ
ン
―
原
発
事
故
を
め
ぐ
る
報
道
に
つ
い
て

国
鉄
情
勢
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務

「
雇
用
問
題
」
と
日
本
社
会
党

教
育
労
働
者
の
課
題
と
展
望

―
大
衆
運
動
で
労
働
組
合
の
再
生
強
化
を
①
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
二
十
四
）

商
品
の
物
神
的
性
格

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
０
１
（
一
九
八
六
年
六
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
同
時
選
挙
と
自
民
党
政
冶

教
育
労
働
者
の
課
題
と
展
望

―
大
衆
運
動
で
労
働
組
合
の
再
生
強
化
を
②
―

資
料
１
労
働
戦
線
の
全
的
統
一
の
目
標
と

プ
ロ
セ
ス
（
総
評
・
骨
子
）

資
料
２
労
働
戦
線
の
全
的
統
一
へ
の

自
治
労
の
基
本
方
針

〝
正
確
〟
か
〝
迅
速
〟
か

―
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
報
道
に
思
う
―

石
油
価
格
の
操
作
と
新
植
民
地
主
義

ア
フ
ガ
ン
党
指
導
部
の
交
代
と
報
道

広
が
る
反
撃
の
条
件

№
３
０
２
（
一
九
八
六
年
六
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

選
挙
に
勝
っ
て
国
鉄
法
案
上
提
を
阻
止
し
よ
う
！

「
向
坂
文
庫
」
ひ
ら
か
る

―
「
す
ば
ら
し
い
」
の
一
言
に
つ
き
る
―

国
鉄
の
「
分
割
・
民
営
化
」
は
阻
止
で
き
る

―
全
組
合
員
に
訴
え
る
―

三
つ
の
課
題
で
討
議
―
『
資
本
論
』
交
流
会
の
報
告

資
料

労
戦
統
一
に
つ
い
て
の
日
教
組
の
基
本
方
針

一
千
名
を
超
え
た
結
集

―
上
野
支
部
総
団
結
決
起
集
会
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
二
五
）
商
品
の
物
神
的
性
格
④

◇
「
七
・
一
三
集
会
」
案
内

◇
「
全
国
連
絡
会
」
結
成
ヘ
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№
３
０
３
（
一
九
八
六
年
七
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
わ
れ
ら
闘
争
宣
言
を
発
す
①

情
勢
は
変
っ
た
、
こ
れ
か
ら
が
正
念
場

―
国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
阻
止
へ
の
道
―

弱
点
多
い
国
鉄
「
希
望
退
職
」
攻
撃

―
勝
利
の
条
件
と
展
望
―

七
・
一
三
全
国
集
会
に
ご
参
加
を
！

資
料
１
「
労
働
戦
線
統
一
」
問
題
に
対
す
る
見
解

資
料
２
鉄
鋼
労
連
の
労
戦
「
統
一
」
方
針

資
料
３
電
機
労
連
の
労
戦
「
統
一
」
方
針

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
二
六
）

商
品
の
物
神
的
性
格
⑤

№
３
０
４
（
一
九
八
六
年
七
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
わ
れ
ら
闘
争
宣
言
を
発
す
②

春
闘
総
括
の
一
視
点

「
Ｊ
Ｃ
春
闘
」
見
直
し
論
の
胎
頭

―
八
六
春
闘
と
労
働
運
動
の
ゆ
く
え
―

資
料
１
七
・
一
六
「
国
鉄
職
場
実
態
報
告
集
会
」
参
加
要
請

資
料
２
七
・
一
九
「
国
民
会
議
」

結
成
の
よ
び
か
け

◇
労
働
戦
線
再
編
の
現
段
階
①
◇

「
基
本
構
想
」
が
そ
の
ま
ま
継
承

―
全
民
労
協
の
「
進
路
と
役
割
」
の
本
質
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
０
５
（
一
九
八
六
年
七
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
衆
運
動
は
無
限
の
力
を
も
つ

―
衆
参
同
日
選
挙
の
結
果
に
寄
せ
て
―

◇
労
働
戦
線
再
編
成
の
現
段
階
②
◇

総
評
・
自
治
労
提
案
で
⑰

〝
全
的
統
一
は
可
能
か

―
な
し
く
ず
し
的
に
総
評
解
体
の
危
険
―

追
い
つ
め
ら
れ
る
全
斗
煥
体
制

―
南
朝
鮮
問
題
へ
の
基
本
視
点
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
二
七
）

商
品
の
物
神
的
性
格
⑥

資
料
強
制
・
強
要
を
許
さ
ぬ
た
め
に

分
割
・
民
営
阻
止
に
全
力
を
！
（
国
労
東
京
地
本
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
３
０
６
（
一
九
八
六
年
八
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
労
戦
再
編
で
野
党
は
強
く
な
れ
る
か

社
会
党
再
建
へ
の
道

―
衆
参
同
日
選
挙
を
考
え
る
―

国
鉄
闘
争
と
し
て
の
安
全
闘
争

◇
労
働
戦
線
の
右
翼
再
編
と
現
段
階
③
◇

私
た
ち
の
課
題
と
任
務

資
料
日
教
組
の
総
評
案
へ
の
見
解

◇
投
稿
◇
自
治
労
「
基
本
方
向
」
に
思
う

新
刊
紹
介
社
会
主
義
協
会
と
社
会
党

◇
編
集
部
だ
よ
り
◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
・

№
３
０
７
（
一
九
八
六
年
八
月
一
一
日
）

国
家
、
議
会
制
民
主
主
義
、
そ
し
て
選
挙

―
社
会
党
再
建
の
た
め
に
①
―

〝
拠
点
〟
は
で
き
た
分
割
・
民
営
化
阻
止
へ
の
新
た
な
船
出

―
「
国
民
会
議
」
結
成
集
会
に
四
千
人
―

資
料
１
「
国
民
会
議
」
結
成
集
会
ア
ピ
ー
ル

資
料
２
「
国
民
会
議
」
申
し
合
わ
せ
事
項

家
族
と
と
も
に

―
国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」
阻
止
へ
の
道
―

〝
波
状
デ
モ
〟
は
じ
ま
る

労
戦
の
右
翼
再
編
に
抗
す
る
ウ
ネ
リ
を

―
七
・
一
三
全
国
集
会
に
千
二
百
人
が
総
結
集
―

資
料
３
七
・
一
三
集
会
〝
基
調
報
告
〟

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
３
０
８
（
一
九
八
六
年
八
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
組
織
力
で
負
け
た
社
会
党

苦
し
い
選
択
―
国
労
第
四
九
回
大
会
の
報
告
―

国
鉄
問
題
で
は
げ
し
い
論
議

―
総
評
第
七
五
回
大
会
の
報
告
―

◇
同
日
選
挙
結
果
を
ふ
り
返
る
①
◇

総
括
へ
の
基
本
視
点

資
料
強
制
・
強
要
を
許
さ
ぬ
た
め
に

分
割
・
民
営
阻
止
に
全
力
を
！
（
国
労
東
京
地
本
）

◇
投
稿
◇
「
新
宣
言
」
に
未
来
は
な
い

社
会
通
信
社
八
・
二
六
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
お
知
せ
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№
３
０
９
（
一
九
八
六
年
九
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
鉄
を
め
ぐ
る
新
た
な
情
勢
と
課
題

ニ
ュ
ー
は
だ
か
の
王
様

世
界
で
進
む
〝
民
営
化
〟
の
熱
病

◇
衆
・
参
同
日
選
挙
を
ふ
り
返
っ
て
②
◇

「
新
宣
言
」
と
労
働
戦
線
再
編
成

資
料
１
社
会
党
選
挙
総
括
に
寄
せ
て

資
料
２

全
電
通
の
選
挙
総
括

連
載
「
資
本
論
」
第
一
巻
を
読
む
（
二
八
）

商
品
の
物
神
的
性
格
⑦

社
会
通
信
社
八
・
二
六
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
お
知
ら
せ

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
１
０
（
一
九
八
六
年
九
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
ニ
カ
ラ
グ
ア
に
平
和
を

自
民
の
弱
い
環
を
攻
め
る

―
三
百
四
議
席
は
こ
わ
く
な
い
①
―

◇
同
日
選
挙
を
ふ
り
返
っ
て
③
◇

野
党
・
労
働
団
体
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
選
挙
総
括

資
料
委
員
長
公
選
に
際
し
て
（
高
沢
演
男
）

「
労
戦

「
政
策

「
原
発
」
で
議
論
噴
出
―
私
鉄
総
連
大
会
報
告
―

」

」

日
教
組
の
解
体
め
ざ
す
教
育
臨
調
攻
撃

国
労
本
部
が
権
利
侵
害
で
集
会

こ
ん
な
こ
と
は
い
い
た
く
な
い
が

連
載
「
資
本
論
」
第
一
巻
を
読
む
（
二
九
）
商
品
の
物
神
的
性
格
⑧

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
３
１
１
（
一
九
八
六
年
九
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
鉄
闘
争
へ
の
緊
急
提
言
①

改
善
に
拍
車
か
か
る
中
ソ
関
係

「
希
望
退
職
」
攻
撃
を
ぶ
っ
つ
ぶ
せ

社
会
党
再
建
に
寄
せ
て

「
分
割
・
民
営
化
」
の
矛
盾
は
消
え
な
い

―
三
百
四
議
席
は
こ
わ
く
な
い
②

教
科
書
問
題
―
過
去
と
現
在

八
・
二
六
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
勇
気

―
国
労
以
外
も
多
数
の
参
加
者
―

編
集
部
だ
よ
り
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№
３
１
２
（
一
九
八
六
年
一
〇
月
一
日
）

巻
頭
言
◇
「
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
」
を
廃
止
せ
よ
！

国
鉄
闘
争
へ
の
緊
急
提
言
②

第
一
回
「
人
材
活
用
セ
ン
タ
―
」
交
流
集
会
開
催

大
衆
運
動
に
火
は
つ
い
た

―
三
百
四
議
席
は
こ
わ
く
な
い
③

資
料
１
「
大
阪
連
絡
会
議
」
ア
ピ
ー
ル

資
料
２
兵
庫
県
集
会
「
闘
争
宣
言
」

資
料
３
史
上
最
大
の
〝
い
じ
め
〟
作
戦

資
料
４
つ
い
に
「
死
の
行
軍
」
阻
止

資
料
５
国
鉄
分
割
に
異
議
あ
り

資
料
６
「
労
研
セ
ン
タ
―
」
の
確
認

資
料
７
社
会
党
大
会
決
議

資
料
８
闘
う
国
鉄
労
働
者
と
連
帯
し
よ
う

政
界
・
と
こ
や
談
議
―
「
創
る
会
」
の
巻

資
料
９
「
新
し
い
社
会
党
を
創
る
会
」

の
呼
び
か
け

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行
の
お
知
ら
せ

国
鉄
闘
争
―
勝
利
へ
の
展
望

社
会
通
信
社
刊
九
月
下
旬
発
行

№
３
１
３
（
一
九
八
六
年
一
〇
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
内
外
の
闘
い
を
強
化
せ
よ
！

国
鉄
闘
争
へ
の
緊
急
提
言
③

「
西
岡
問
題
」
の
結
着
は
日
教
組
運
動
の
生
命
線

「
基
本
方
向
」
の
討
論
を
新
た
に
ま
き
お
こ
そ
う

―
自
治
労
第
五
○
回
大
会
報
告
―

資
料
１
九
・
二
四
国
労
本
部
激
励
行
動
速
報

資
料
２
社
会
主
義
協
会
ア
ピ
ー
ル
（
全
文
）

資
料
３
国
鉄
問
題
に
つ
い
て
の

総
評
の
通
達
（
全
文
）

◇
資
料
と
解
説
◇

国
鉄
国
会
を
め
ぐ
る
新
た
な
情
勢

資
料
１
「
答
申
」
の
土
地
政
策
に
変
化

資
料
２
ロ
ー
カ
ル
線
は
残
ら
な
い

資
料
３
「
分
割
・
民
営
化
」
と
整
備
新
幹
線

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行
の
お
知
ら
せ

国
鉄
闘
争
―
勝
利
へ
の
展
望

社
会
通
信
社
刊
九
月
下
旬
発
行
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№
３
１
４
（
一
九
八
六
年
一
〇
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
労
臨
時
大
会
と
日
本
労
働
運
動

い
ま
こ
そ
労
働
運
動
の
歴
史
的
使
命
を

日
教
組
を
危
機
に
お
と
し
い
れ
る

「
教
育
ひ
ょ
う
ご
」
に
反
論
す
る

資
料
１
職
場
組
合
員
の
疑
問
に
答
え
ま
す

資
料
２
日
教
組
第
一
一
六
回
臨
時
中
央
委

・
第
一
号
議
案

資
料
３
一
八
県
・
高
教
組
の
声
明

民
営
化
で
組
合
員
の
不
安
は
拡
大
―
全
電
通
第
四
〇
回
大
会
の
報
告
―

資
料
４
国
鉄
労
働
者
に
連
帯
す
る
決
議
（
東
京
地
評
）

資
料
５
国
鉄
の
雇
用
を
守
る
た
め
の
意
見
書
（
浜
田
市
議
会
）

資
料
６
東
武
労
組
第
九
六
回
定
期
大
会
決
議

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
三
〇
）
商
品
の
物
神
的
性
格
⑨

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
発
行
の
お
知
ら
せ

国
鉄
闘
争
―
勝
利
へ
の
展
望

社
会
通
信
社
刊
九
月
下
旬
発
行

№
３
１
５
（
一
九
八
六
年
一
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
衆
運
動
の
高
揚
に
全
力
を

さ
あ
、
闘
う
指
導
部
を
つ
く
り
あ
げ
た
―
国
労
第
五
○
回
臨
時
全
国
大
会
か
ら
―

「
分
割
・
民
営
化
」
は
誰
の
た
め
の
も
の
か

―
国
鉄
「
赤
字
・
破
産
」
論
の
偽
瞞

資
料
１
国
労
第
五
○
回
臨
時
全
国
大
会
―
国
労
の
団
結
と
統
一
を
守
り
、

闘
い
ぬ
く
ア
ピ
ー
ル
―

資
料
２
国
労
第
五
○
回
臨
時
全
国
大
会
―
国
民
の
み
な
さ
ん
に
訴
え
る
ア
ピ
ー
ル
―

資
料
３
日
本
社
会
党
千
葉
県
本
部

第
五
一
回
定
期
大
会
―
国
鉄
国
会
に
お
け
る
闘
争
強
化
の
要
請
―

資
料
４
自
治
労
鹿
児
島
県
職
員
労
働
組
合

（
一
九
一
九
八
六
年
一
○
月
）

―
国
鉄
分
割
民
営
化
を
阻
止
す
る
緊
急
行
動
と
闘
う
労
働
戦
線
統
一
を
か
ち
と
る
た
め
の
意
見
書
―

資
料
５
国
労
第
五
〇
回
臨
時
全
国
大
会
方
針

―
当
面
す
る
情
勢
に
対
す
る
緊
急
方
針
―

資
料
６
国
鉄
闘
争
強
化
を
め
ざ
す
「
労
研
セ
ン
タ
―
」
の
ア
ピ
ー
ル

資
料
７
国
労
新
橋
支
部
緊
急
分
会
長
会
議

―
第
五
○
回
大
会
ア
ピ
ー
ル
を
支
持
す
る
決
議
文

資
料
８
全
道
労
協
国
鉄
再
建
闘
争
本
部
（
一
九
一
九
八
六
年
九
月
一
三
日
）

―
当
面
す
る
国
鉄
再
建
闘
争
の

具
体
的
取
り
組
み
に
つ
い
て
―

◇
編
集
部
だ
よ
り
◇
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№
３
１
６
（
一
九
八
六
年
一
一
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
新
た
な
局
面
に
入
っ
た
国
鉄
闘
争

「
日
教
組
」
問
題
の
経
過
と
本
質

資
料
１
日
教
組
大
会
は
な
ぜ
開
け
な
い
か

資
料
２
日
教
組
大
会
の
早
期
開
催
を
求
め
る

ア
ピ
ー
ル

行
革
、
右
翼
労
戦
に
立
ち
向
か
う
新
た
な
流
れ

―
自
治
労
大
会
に
思
う
―

投
稿
社
会
党
強
化
の
た
め
に

資
料
３
全
国
大
会
代
議
員
に
関
す
る
要
請

（
社
会
党
千
葉
県
本
）

「
全
国
連
絡
会
」
結
成
を
確
認

資
料
４
一
○
・
二
集
会
ア
ピ
ー
ル

好
評
発
売
中
◇
国
鉄
闘
争
―
勝
利
へ
の
展
望

社
会
通
信
社
刊
九
月
下
旬
発
行
定
価
四
百
円

№
３
１
７
（
一
九
八
六
年
一
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
反
合
理
化
・
反
失
業
」
で

〝
ロ
ー
カ
ル
線
共
闘
拡
大
〟
を

屈
服
を
拒
否
し
た
国
労
大
会

レ
ィ
キ
ャ
ビ
ク
以
降
―
行
動
の
時

Ａ
Ｂ
Ｍ
制
限
条
約
と
Ｓ
Ｄ
Ｉ

一
六
県
教
組
が
臨
時
大
会
開
催
を
要
求

資
料
１
一
三
中
執
が
委
員
長
に
申
し
入
れ

（
日
教
組
）

「
人
材
活
用
セ
ン
タ
―
」
を
ア
キ
レ
ス
腱
ヘ
！

◇
京
都
か
ら
の
報
告
◇

国
鉄
労
働
者
の
連
帯
集
会
に
一
千
人

資
料
２
東
海
道
新
幹
線
は
安
全
か

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
三
十
一
）

商
品
の
物
理
的
性
格
⑩

お
父
さ
ん
た
ち
を
応
え
ん
し
て
く
だ
さ
い

総
評
三
顧
問
ら
が
「
国
労
激
励
会
」
を
よ
び
か
け

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
紹
介
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№
３
１
８
（
一
九
八
六
年
一
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
労
戦
再
編
成
と
わ
れ
わ
れ
の
進
路

日
教
組
版
「
労
使
共
同
宣
言
を
」
演
出
す
る
も
の
―
「
田
中
・
西
岡
問
題
」
の
背
景
と
本
質
①
―

◇
兵
庫
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

職
場
の
闘
い
を
地
域
ヘ
、
国
会
ヘ

投
稿
プ
リ
マ
労
働
者
か
ら

国
労
ガ
ン
バ
レ
！
国
労
組
合
員
ガ
ン
バ
レ
！

〝
英
雄
な
き
闘
争
〟
に
発
展

―
南
ア
フ
リ
カ
を
め
ぐ
る
政
治
情
勢
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
三
十
二
）

商
品
の
物
神
的
性
格
⑪

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り

好
評
発
売
中
◇
国
鉄
闘
争
―
勝
利
へ
の
展
望

社
会
通
信
社
刊
定
価
四
百
円

№
３
１
９
（
一
九
八
六
年
一
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
真
理
の
灯
を
さ
ら
に
高
く

◇
資
料
と
解
説
◇

社
会
党
再
生
に
「
党
建
協
」
結
成
の
動
き

資
料
１
「
党
建
協
」
設
立
趣
意
書

資
料
２
「
党
建
協
」
規
約

右
翼
的
労
戦
再
編
と
直
結
―
「
田
中
・
西
岡
問
題
」
と
日
教
組
②
―

資
料

労
戦
問
題
を
め
ぐ
る
日
教
組
方
針

当
局
は
人
権
と
安
全
を
守
れ

資
料
３

闘
う
国
労
の
仲
間
に
贈
る
激
励
の
言
葉

研
究
会
『
資
本
論
』
第
一
巻
の
意
義

謀
略
デ
マ
を
剥
ぐ

好
評
発
売
中
◇
国
鉄
闘
争
―
勝
利
へ
の
展
望

社
会
通
信
社
刊
定
価
四
百
円

№
３
２
０
（
一
九
八
六
年
一
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
米
の
ニ
カ
ラ
グ
ア
干
渉
を
許
す
な

日
本
労
働
運
動
の
再
生
・
強
化
の
た
め
に
―
国
労
・
日
教
組
問
題
の
本
質
を
宣
伝
し
よ
う
―

「
分
割
・
民
営
化
」
反
対
の
旗
を
さ
ら
に
高
く

―
新
た
な
情
勢
と
闘
い
の
展
望
―

資
料
１
国
労
法
案
に
た
い
す
る
「
付
帯
決
議
」

資
料
２
国
鉄
「
改
革
」
法
成
立
に
伴
う
解
説

資
料
３
国
鉄
「
改
革
」
法
案
に
抗
議
す
る

国
労
の
声
明

資
料
４
「
国
民
会
議
」
の
抗
議
声
明
と
ア
ピ
ー
ル

資
料
５
国
労
水
戸
地
本
「
臨
時
大
会
ア
ピ
ー
ル
」

は
じ
ま
っ
た
農
業
切
り
捨
て
攻
撃

「
女
た
ち
の
集
い
」
開
く

―
国
労
家
族
会
の
痛
切
な
訴
え
―

マ
ニ
ラ
で
の
反
目

「
日
教
組
問
題
を
知
る
会
」

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ご
案
内


